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エンジン始動時に、始動補助スプレーを使用しないこと。

準備：

ブースター ケーブルで始動させる際、以下の事項に注意すること：

注意！

イグニッション システムの通電部には触れないこと(高電圧・高電流のため、人
命にかかわる危険がある)。

電源となっている車両のバッテリーの充電量が少ない場合、エンジンを始動し、アイド
リングする。
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12 00 ... 始動用補助電源に関する注意事項

- ブースター ケーブルの断面積が十分であることを確認する。

- 必ずヒューズ付きブースター ケーブルを使用すること。

- 電流を供給するバッテリーが 12 V であるか点検する。

- 他の車両から始動用補助電源が供給される場合、2 台の車両のボディが接触しない
ように注意すること。
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作業：

コンポーネントの破損および作業員の怪我を防ぐため、必ず以下の手順を遵守するこ
と。

注意！

2 本目のブースター ケーブル(黒)は絶対に始動させる車両のバッテリー マイナス
極に接続させないこと。爆発性のガスが発生し、火花引火するおそれがある。

爆発の危険がある！

始動させる車両のエンジンが始動したら、ブースター ケーブルを最初にマイナス端子と
グラウンド箇所から外す。次にプラス極から外す。

- オートマチック トランスミッションの場合、忿行ポジション「P」に入れ、ハン
ド/パーキング ブレーキを引く。

- マニュアル トランスミッションの場合、シフト レバーをアイドル位置にしてパー
キング ブレーキを引く。

- ブースター ケーブルがファン等の回転部品に入り込まないように注意する。

- まずブースター ケーブル(赤)をバッテリーの両プラス極に接続する。

- トランク ルーム内にバッテリーがある車両の場合は、エンジン ルーム内のバッテ
リー プラス ターミナルを使用する。

- その後 2 本目のブースター ケーブル(黒)で、電流が通っているバッテリーのマイナ
ス端子と始動すべき車両のグラウンド箇所(マイナス端子またはボディではない)を
接続する。
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